
       小牧幼稚園 園だより 第３７１号  ２０２１年１２・１月号 

       教育目標「神を敬い 人を愛し 平和を作り出す子どもを」 

       年主題「共に喜んで」～すべての歩みの中～ 

      年聖句「一つの部分が苦しめば、すべての部分が共に苦しみ、一つの 

  けやき      部分が尊ばれれば、すべての部分が共に喜ぶのです」 

                   コリントの信徒への手紙１ １２章２６章 

 

 2021 年のクリスマスを迎える季節となりました。今年の教会のデコレーションは、

「星」をテーマにいたしました。聖書の物語によると、「占星術の学者たちが、星に導

かれて救い主のところへ導かれる」というところを表現いたしました。 

 わたしは、星の観察がとても好きで、事あるごとに空を眺めています。コロナ禍で

はなかなか行くことができませんが、プラネタリウムで星を見たり、空気の澄んだと

ころで見る星空は、疲れた心を癒してくれます。 

 聖書は、この世界を造られた「神の子」として、イエスさまがわたしたちの救い主

として来てくださったと記し、そしてこの「星」が人々を導いたというのです。こど

もさんびかに『とおくのひがしから』という歌があります。「遠くの東から、らくだに

またがって、旅する博士ようやくユダヤの地。み空に輝いた、星の光の、不思議な導

きで、うれしい知らせ、没薬、乳香と黄金の宝物、主イエスにささげ、祝いのしるし

です。」ここにも「星」が出てきますが、一段と輝くその「星」にすべてを託し、東方

からやってくる博士たち。それは、博士たちの姿は、一筋の光を捜しまわり、もがき

苦しむわたしたちと重なってきます。 

 この２年、コロナ禍で、言ってみれば「闇の世界」の中を歩むわたしたちですが、

その闇の中にひと際輝く星があった。それがわたしたちの救い主であるイエスさまの

光だと思うのです。わたしたちはその星の光を頼りに、小さい歩みではあるけれども

一歩ずつ前へと歩んでいくことができます。だからわたしたちは恐れずに、一歩ずつ

神の光を目指して歩んでいきたいと思います。それが、クリスマスの出来事の一つで

あると信じています。 

 2021年のクリスマス。小牧教会では、イエスさまのもとへと導いてくださる星から

光が放たれ、2000球を超えるイルミネーションをまとうスーパーツリーやデコレーシ

ョンが、救い主の誕生の物語へと誘ってくれます。 

 幼稚園に連なるお一人お一人の上に、神さまからのクリスマスの恵みと祝福が豊か

にありますように、心よりお祈りいたしております。すばらしいクリスマスのひと時

をお過ごしください。 メリークリスマス！ 

                      小牧教会 牧師 田中 郷史 

 

☆小牧キリスト教会では、クリスマス礼拝が 12月 19日(日)午前 10時 30分から、ク

リスマス夕礼拝が 12月 24日（金）午後 7時から行われます。幼稚園隣の教会です。

どなたでも参加できますので、ぜひご参加ください。 



１・２月給食メニュー 

１月１１日（火） デニシュパン ソーセージ 果物 

  １３日（木） お雑煮 果物 

  １４日（金） カレーライス 果物 

  １８日（火） クロワッサン 唐揚げ 果物 

  ２０日（木） 麻婆豆腐 ご飯 果物 

  ２１日（金） スパゲティ 果物 

  ２５日（火） デニシュパン ソーセージ 果物 

  ２７日（木） 味噌煮込みうどん 果物 

  ２８日（金） けんちん丼 果物 

２月 １日（火） クロワッサン 手作りコロッケ 果物 

   ３日（木） ハヤシライス 果物 

   ４日（金） 焼きそば 果物 

   ８日（火） デニシュパン ソーセージ 果物 

  １０日（木） 中華飯 果物 

  １５日（火） クロワッサン 鶏の唐揚げ 果物 

  １７日（木） 五目御飯 果物 

  １８日（金）   半日保育 

  ２２日（火） デニシュパン ソーセージ 果物 

  ２４日（木） 味噌煮込みうどん 果物 

  ２５日（金） すき焼きご飯 果物 

          ２５日はみどり組は卒園遠足の予定です。 

＊食材の具合により、メニューの変更もあります。 

 

☆例年、先生たちは、土曜日を中心に園外での研修会に参加していましたが、このコ

ロナ過で大勢が集まり密になることを避け、研修がズームで行われることが多く、そ

れぞれがスマートフォンなどを使っての研修になっています。講師の話が一方通行で、

中々研修が身につきにくく苦労しています。それで１１月に、「１００かいだてのいえ」

シリーズの絵本作家、岩井俊雄さんを園に招き、遊戯室で研修会を行いました。家庭

にも呼びかけをしたら良かったのですが、密にならないようにと考え、先生たちだけ

で、お話を聞き、その後、それぞれが１階づつ部屋を作り絵本の様にタテに並べたり

しました。２月の造形まつりで、この研修が活かせたら思っています。 

 

☆一般財団法人名古屋陶磁器会館より、聖誕劇での最後のシーンになる、マリヤ、ヨ

セフ、天使、羊飼い、博士たちがイエス様を囲んで見守る姿の置物を頂きました。２

階へ上がったところに、展示してあります。ご覧ください。 

 

☆園だより２月号は、造形まつり号になります。 

 


